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山 梨 人 学ll 学 部 は 令 和 ６ 年 川･j に 改 組 を ｆ 定 し て い ま す｡

本|ﾐ 学 部 通f,yiは 改 糾 前 のll 学 部 に つ い て 記･践し て い ま す｡|ﾐ

学 部 の 改 組 に 関 す る 最 新 帖 報 は　　　　　　　 回Sai ］hllp

ｓ: ｡.ｗｗｗ.ｃｎｇ･yａｍ;Ｈｌａshi,ａｃ.jp ﾀﾞ　　　　　　　
朧
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世界に羽ばたく

エンジニアを育成する
７つの学科

学　　 科
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学 科 概 要

ものづくり技術に加えて。

自動車･航空宇宙･医療福祉･

動力エネルギー分野などにおける

最先端の技術を学べます。

複数の学問領域(機械･電気･情報)に

またがる統合システム(ロボット等)の

構築技術を基礎から広く学びます。

太陽光発電､集積回路､通信技術など

未来を大きく変える力をもった

電気電子工学技術を学びます。

ソフトウェア･ ハ ードウェア の基 礎技術 から、

人 工知 能･CG･ ソフトウェアエ学･

コンピュータネットワーク･ 感性 情 報工 学

など の応 用 技術 まで 学べ ます。

人と自然が共生できる環境を創造し、

災害に強く安全で快適な社会を実現する

土木環境技術を幅広く学べます。

次世代を担う新規な材料･エネルギー･技術

を創製し､基礎から応用に至る幅広い

化学的知識と問題解決能力､そして未来

においても通用するスキルを学べます。

人類が未だ手にしたことのない物質の

設計･目にしたことのない現象の発現

をめざし､時代を超えた普遍の学問と

最先端の英知を学べます。
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将来ど んな 分野で活躍したいで すか？
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第 二 志 望 制 度

● 前期日程の 選択科目 によって､第一､第二の

志望順を付けて出 願することが可能ですO

●後期日程は全学科間で第一､第二の志望順を

付けて出願 することが可能です。
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学科紹介 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥03

工学部の特色‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10

特色ある取り組み1フィロス‥‥‥‥‥‥‥‥‥11

特色ある取り組み2 反転授業‥‥‥‥‥‥‥‥13
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一 一a 〃

ものづくり技術に加えて、自動車･航空宇宙･医療福祉･

動力エネルギー分野などにおける最先端の技術を学べます。

羅

代言雲昌昌よ言

カリキュラム
¬ 石 ＼　

計算工学を応用した自動車工学の新展開

機械工学で学ぶほぼすべ

ての知識を統合して､自動

車の｢走る｣｢止まる｣｢曲が

る｣｢乗り心地｣における力

学の基礎を学び自動車の各

構成部分および全体の原

理･構造･設計へと応用する

学問が自動車工学です。従

岡潭　教授

来の自動車工学に､最近のモノづくりにおいて必須と

なっている計算工学を導入して未来の新たな自動車

の創り方を提案する研究に取り組んでいます。

今後は新材料導入や振動騒音低減などを考慮した

自動車構造を決定し､自動車運動や燃費さらには製

造など考慮したエネルギーマネジメントを実施して

いこうと考えています。またこれまでの科学技術の常

識を打ち破るような新たなシミュレーション手法を開

発し､未来の技術の導入を見据えた乗り物の開発へと

研究を展開していきたいです。

Tlme
・卜

※2022年度入学生用のカリキュラムの一部を掲載しています

衝 突シミュレ ーション

し
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複数の学問領域(機械･電気･情報)にまたがる

統合システム(ロボット等)の構築技術を基礎から広く学びます。

回　 回冒

詳しい紹介はメカトロニクスエ学科ホームページ

https:/yｗｗｗ･jm･yamanashi.a(jp/

カリキュラム

1年次　　　　　　　　　　2年次　叉　　　　　　　　3年次＼χ　　　　　　　　4 年次＼

※2022 年度入学生用のカリキュラムの一部を掲載しています

ステレオ カメラ

[で＞

三 次元分 布は

下 図になるから

障 害物はどこかな?

ロボットはどう動けば

安 全かな?　　　　 ．

移動ロボット

|])

コンピ ュー タが 認 識 した 環 境(

直進はぶつかりそうだな･ ‥避けよう)
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ステレオカメラによる三次元環境認識

ステレオカメラは人

間の眼と同じように2 台

のカメラを並べたカメ

ラシステムです。この２

台のカメラで同じ物体

を撮像し比較すると視

差( 画像 間で の物体 の

位 置 にズレ) が生じま

丹沢　准教授

す｡この視差により､コンピュータも人間の眼と

同じように周りの環境を立体的に認識できるよ

うになります。立体的に環境を認識できれば､色

や模様に関係なく自動車や人間などを容易に確

実に見つけることが出来ます。

私たちは､自律 移動ロボットや自動運転の自

動車などの眼としてステレオカメラを用い､より

人間に近い賢いロボット､より安全な自動運転自

動車の実現のための研究を行っています。

‰

距離分布画像

(距Ｉ を色X･表現 近置? －7 ● 遠)

メカトロニクスエ学科
Depart ｍｅｎtｏｆ Ｍｅｃｈａtronic ｓ



太陽光発電用材料、集積回路、通信技術、電気電子工学技術は未来を

大きく変える力があります。あなたも未来を創りませんか?

羅

ぢ 町ここ にゑ二お

カリキ
ュラム

¬ 匹 ¬ こ ¬ 匹 ‾ 匹

※2022年度入学生用のカリキュラムの一部を掲載しています

超伝導体を用いた高性能高周波デバイスの研究

超伝導体は高周波において銅などの金属と

比べて抵抗が2~3 桁ほど低いことが知られてい

ます｡そのため､超伝導体を用いた高周波デバ

イスは従来では実現できない高性能を実現す

ることができます。我々は必要な電波(周波数)

だけを取り出すことができるフィルタに超伝導

体を用いて高性能化を図っています｡最近で

は､ 高速･大容量 通信を実現する新しいフィル

関谷　准教授

夕の設計方法を提案し､それを用いたフィルタサブシステムを開発

し､展示会でデモンストレーションなどを行いました(図1)。

また､近い将来実用化が期待されるワイヤレス電力伝送(WPT) に

超伝導体を用いる新しい研究にも取り組んでいます(図2)｡WPT は携

帯電話や家電製品､電気自動車などに非接触で電力を供給する技術

であり､電力を供給するためのコイルに低損失の超伝導体を用いれ

ば､非常に効率よく電力を供給できるようになると考えられます。

さらに､開発した超伝導コイルは微弱な信号を高感度で検出するた

めのコイルとしても使用できることから､MRI やNMR などの信号検出

コイルへの応用も検討しています。

05　U ＮIＶERSITY ＯF YＡＭＡＮＡSHI

図1 展示会の様子

図2 ワイヤレス電力伝送回路



戸 ●゙ ･

ソフトウェア･ハードウェアの基礎技術から、

データサイエンス･人工知能･ＣＧ･ソフトウェアエ学･感性情報処理

などの応用技術まで。

カリキュラム

詳 しい紹 介は コンピ ュー タ理工学 科ホ ームペ ージ

http://ｗｗｗ.(sｅ.yａｍａｎａshi.ac･jp/

二 匹 ¬ 聶 ＼

・2022 年度入学生用のカリキュラムの一部を掲載しています

深層学習を用いて、3次元の形を高精度・高効率に比較

近年､人工知能の技術が急

速に発展し､私たちの生活 が

日々便利になってい ます。以

前よりもずっと賢い人工知能

が登場した背景には､ 機械学

習､とりわけ深層学習( ディー

プラーニング)技術の発展が

あります。深 層学 習は今 や、

基礎研究：深層学習を用いた形状特徴量の獲得

形の特徴を精度良く

3次元モデル

4

コンパクトに記述!

麟 麟 ドM?
）

深層ニューラルネットワーク　　 形状特徴量

古屋助教

音声や2 次元画像など様々なデータの解析に利用さ

れています。

私たちの研究室では､深層学習を用いて3 次元の

形を高精度に、かつ､ 高効率に比べる技術を 研究し

ています。3次元の形を比べる技術は、工業製品の設

計､ 映像製作､医療診断､防災など､幅広い分野での

応用 が期待できます。応用例の1 つが3 次元モデル

の検索です。私たちは､ キーワードや手描きスケッチ

などの多様な検索要求に対して高精度･高効率に応

答する､実用的な3 次元モデル検索システムを開発

しています。

応用研究：実用的な３次元モデルの検索

高精度･ 高速･

省メモリな検索!

●●

●

大規模な3

次元モデル

データベース

UNIVERSITYOF y ＡＭＡＮＡSH1　06

コンピ ュータ理工学科
Depart ｍｅｎtofComp ｕtｅr Science and Engineerin9



土木工学と環境工学に関する広い基礎知識･技術を併せ持ち、

持続可能な社会の構築に意欲的に貢献できる技術者を育成します。
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詳 し い 紹 介 は 土 木 環 境 工 学 科 ホ ー ム ペ ー ジ

http:// ｗｗｗ.ce.y ａｍａｎａshi.ａc.jp/
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一
一

安全で快適な持続可能社会の実現をめざして、新素材･高機能物質や

クリーンエネルギーの開発、環境問題に取り組む専門技術者を育成します。

冒

≒りご な二上 士

カリキ
ュラム

¬ 四 天 ¬ 匹 ¬ ＼

ガス状化合物の濃縮と迅速・高感度分析

空気中には多くの揮発性有

機化合物(VOC) が含まれてい

ます。ＶＯＣにはヒトの健康に悪

影響がある化合物や､香りの元

となる化合物もあります。空気

中のVOC は通常は非 常に微量

なので､空気をそのまま分析装
植田　准教授

置に導入しても､ 上手く分析できません。

そこで私たちは空気中の微量ＶＯＣを分析するため

の針型濃縮デバイスを開発しています。この濃縮針の

内部には粒子状の吸着剤を充填しており、空気中のVOC

を選択的に捕集して濃縮できます。この濃縮針を

分析装置に挿入して､濃縮したVOC を装置に導入する

ことにより､簡単で迅速にＶＯＣを高感度分析すること

ができます。分析対象となる試料に最適な濃縮針を開

発し､空気環境分析､食品や飲料の香気分析など様々

な分野に応用しています。

※2022年度入学生用のカリキュラムの一部を掲載しています

針型濃縮 デバイス

● ● ● ●
● ● ● ■

ｌ
_

．
　
　

”
‾
ｌｌ
‘
１

Ｕ Ｕ Ｕ

湘
扮
踪
ヨ
郡

キ ンモクセイの香気の測定例

時 間（分 ）
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応 用 化 学 科

Departｍｅｎtof Applied Chemistry
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人類が未だ手にしたことのない物質の設計･ 発見!

これを目指し、時代を超えた普遍の学問を学びます。
詳 し い 紹 介 は 先 端 材 料 理 工 学 科 ホ ー ム ペ ー ジ

http:// ｗｗ ｗ.sｚr･yａｍａｎａshi.ａc.jp/

カリキュラム
¬ 匹 匹 ＼　

※2022年度入学生用のカリキュラムの一部を掲載しています

ナノサイズの光記憶にもとづく問題解決機構の実現

光照射で形や色が変わる分子（フォトクロ

ミック分子）を並べた光記憶結晶に、近接場

光という特殊なナノメートルサイズの光を当

てると、様々な興味深い現象が起こります。

近接場光を発生させたり、測定したりできる

針（近接場光探針）を使って、現象の特徴

をナノスケールで詳細に調べています。ナノ

サイズの光記憶に分岐・選択現象が含まれ

ていれば、新機能実現につながります。

最近、近接場光を結晶表面にパターン状

に当てることで、光の波長より小さい文字を

描くことに成功しました。この成果を、新た

な構造や数学的アプローチによって発展さ

せ、髪の毛の太さよりも小さい世界における

光の伝わりや記憶をもとに、情報を瞬時に演

算し複雑な問題を解決する機能の実現を目

指します。

09　U ＮIＶERSITＹＯF YＡＭＡＮＡSHI

内山　准教授

局所光入力

光記憶結晶や半導体量子井戸で 起きる新たな物理現象を

世界に類を 見ない近接 場光学顕微鏡により探索･解明します

) ら|叫ﾘﾚX

|.‘'!.,|

ilU 箭41

ナノメートルスケール の文 字を光記憶結晶に描くことに成功

先端材料理工学科
jepart ｍｅｎt of Science for Adｖanced Mat ｅrials



● きめ細かい教員の指導

少 人 数 教 育

少人数 教育を実践してい ます｡卒

業研究も 教員一人に対し､学生は

３､４名程度です。

４
二

‐

‐

‐
‐

‐
‐

－

－

－
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1年生から研究活動ができる

キ ャ リ ア ハ ウ ス1

年次後期に､学科に関係
なく｢ハウ ス｣と 呼 ばれる 研

究 グル ープ に参 加す れば、

教 員の 指導を 受けな がら２

年～２年 半 の研究 活動に 取

り組むことができます。

卒業後の自分の姿を描きやすくし､より

良い 進路 決定ができるように､企業等

へのインターンシップ 参加を推進して

います｡条件を 満たせば単位認 定さ れ

て卒業要件に含めることができます。

し そ

学習効果を高める

反 転 授 業

事前にオンライン教材 で勉強し、

授業中は発展問題や学生同士の議

論にあてることで理解を深めます。

→詳しくは13 ペ ージ

地 域の中 核
匪界 の人 材

山梨大学工学部には

やりたいことが

見つかる
やり たい こと に

没頭する
そんな環境がそろっています

４

ら
か
　
ｙ

自主的な学びの環境

フ ィ ロ ス

が〃 ゛ ・，

-

個 人 やグ ル ープ で 快 適 に 勉強 した

り､専 門 教員と 数 学や 物理 の 問題 を

考えたりできるスペース があります。

→ 詳しくは11 ペ ー ジ
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異文化との交流も

Ｏ- フ ィ ロ ス

海外からの留学生や英語

アドバイザーからの英 語

学習サポートや世界各国

の文化を体験できます。

ものつくしの実体験

右 の づ ◇ つ董 統

PBL ものづくり実践ゼミ(課題解決型授業)

などで､学科横断的なプロジェクトチームを

組み､実践的なものづくりに関して学びま

す｡また実習授業以外の時間は常時開放さ

れ､金属加工や電子工作､３Ｄプリンタなど

ものづくりに必要な装置を利用できます。



１ １

共に考えたり、教え合ったり、議論をしたり…

｢共創学習｣という学びのスタイルが知識を深める。

｢フィロス｣とは､ギリシャ語でお 互い に 支

え合う愛を意味します。

山 梨大学 の取り組 みのひとつ である共 創

学習 支援 室フィロ スは､工 学部の 学生が､ 学

年や 学科の壁を越えて自主 的に集まり､学習

交 流を 行う場｡学内 にフィロス専用室を用 意

し､平 日の 午 前10 時か ら午 後7時 まで､学 生

に 開放していま すOまた､学生 の潜 在的な 才

能 を伸 ばし､足りない 部 分を 補うべく､数 学

や 物理を 専門とする教員 が授業 のある日の

午後に 常駐し､グループ 学習 や個人 学習､そ

して共創学習の 支援を 行っています。

ぎ 画 二

学生同士の議論

UＮIＶERSITY ＯF Y ＡＭＡＮＡSＨI

フィロ ス利 用 者は 通 常､年 間 延 べ人 数で4,500

人 程度で､試験前などの繁 忙期には同

じ 建物 内 のAL 教 室も使ってい ます｡令和2,3

年 度の 大 学全 体のプ ロジェクトを契 機とし

て､他 学部の学生､化 学専門 の教員の参 加に

より学生と質問の対 象範囲を 拡げ てい ます。

コロナ禍の状況 に よっては､自習 室を 閉鎖し

オンラインで 質問 を 受け 付けたり講座を 開

い たりしています。

フィロ スの特 徴 は､単 純な 質 問部 屋で は

なく､仲 間 同士 の 切 磋琢 磨の 場 所に なって

いること｡フィロスを 常時利 用している 学生

の多くは､それ以外の 学生に 比べ､入 学時の

成績 に関 わらず学 力が 増進してい るという

過去の調 査結果がでてい ます。

このように基 礎力を磨 い た学生が １年 次

から関 心のあるテ ーマ に参 加することので

きる キャリアハウスで 活躍し､そ の経 験をも

とにフィロ スで友 人だちとさらなる勉学 に打

ち込 んだり､活 発 に議 論し学 ぶ姿 勢 が他 の

学生 に 良 い 刺 激を 与え たりと､フィロ ス は

様々な相乗効果をあげています。

． ぞ妬 乙
ズ ，

・　 ．￥
”　 ｀

・　 ゛・
｡″III･｡･●〆・　 。 ’1･

￥ ご 。｡･･≒､｡

゛i` ･　 … …… …う’

教員を交えての議論

フィロスは工業会館の2階にあります

Ｊ



" “゛`

フ ィ ロ ス つ て ど ん な と こ ろ ？ フィロスを利用している学生に伺いました。

リラックスした雰 囲気での学び 合いが、知 識も、学ぶ意欲も 高めてくれます。

フィロスは私の お気に 入りの 学びの

空 間で､ 気 が付くと毎 日のように利 用

していま す｡私は､ 一人で 自習をし たり

課 題 に 取り組ん だりする場 合も あ れ

ば､ 仲 間同士 で勉 強を 教え合ったりす

る場合もあります｡また､ 学年の 垣根を

こえて､自主 的に 勉 強会を 開催し参 加

者同 士で活発 に質問し たり議論し合っ

たりもしています｡勉強会 のお陰で､ 専

門 の知 識がより深 まり､交 友関 係も視

野も 広がりました。

個 人 や 学 生 同 士 の 勉 強で 行き 詰

まった 時 には､フィロ スに 常 駐さ れて

い る先 生が サ ポートして 下さい ます。

私は 新入 生時 に物 理と数学 が苦 手で

先 生 に質 問しに行 つだの が､フィロ ス

の 利用 のきっかけてした｡ 先生に は大

学での 学びのあリ方を 教えてもらうだ

けで はなく､親しくお話しをさ せてもら

うようになり､興味 関 心の 幅 が広 がり

まし た｡ 今で は､個 人 的な 興 味と今 後

の 研究 活動 のため に始 め た専門 科目

外 のプ ログラミング にも､ 取り組 んで

います。

フィロスで お菓子を 食べたり飲 み物

を 飲 ん だりするのも 自由で す｡皆さ ん

も 気 軽に 立ち寄り､自分 なりの 何かを

見つけてみてはい かがでしょうか。

応用化 学科　 山守健翔 くん

ｉＳＳ●異ズィヒタセ 学習の場Ｇ－フ イロ ス( グロ ーバ ル 共 創 学 習 室)

留 学生と日本人学生が、互いに学び高め合うことで、さらなる成長がもたらされる。

SＡとして 活 躍 する交 換留 学 生 の ナイ ムとル ーカ ス

ナイム:英語を学びたい意識の高い学生たちとの交流をと

ても楽しんでいます｡日本人学生は十分に英会話スキルを

持っていますので､恥ずかしがらず自信を持ってＧ－フィロス

に来てください。

ルーカス:世界各国からの学生たちが集まって話すことで。

各国の文化や物事の考え方について､異文化理 解を深め、

視野を広げられます｡Ｇ－フィロスを訪れる目的は､英語能力

の向上に留まりません｡海外の価値観やお互いのバックグ

ラウンドを理解し合うことができますよ!

Ｇ－フィロス(グロ ーバル共 創学習室)

は､日本 人 学生と世 界中から本 学に 学

びに来た留 学生か互いに 学び 合うこと

で､ 語学はもとより､グロ ーバル人 材と

しての素質をも育もうという場｡ベ ース

となる甲府キャンパスB-1号 館221 室に

は､英 字 新 聞JOEIC 汀OEFL の 関 連 書

籍､日 本 語学 習 教 材､日 英 語 のＤＶＤな

どが配架さ れています｡明るくリラック

スした雰囲気の なかで､SA( スチューデ

ント･アシスタント)として配 置されてい

る責任 感のある留 学生と､気 軽に異 文

化交 流を楽しみな がら､会話力 や英 語

力が高められるよう工夫されてい ます。

また､常駐 する2名 の英語学習･留 学

アドバイザ ーから､英 語学 習や留 学に

関 する アドバ イスや､TOEICyTOEFL 受

験に 向け た個 別の 学習 支援 なども受

けられます。

昼食を 食 べな がら 身近 な話 題につ

い て 会 話 を するj‘イン グリッシ ュ･カ

フェ″や､英 語学 習の 支 援は もちろん、

プレ ゼン テ ーション の練 習 や英 文 レ

ポートの チェックもしてもらえる“イン

グリッシュ･サ ポート″をはじめ､諸外国

語 も学 べる多 彩な プログラ ムが 用意

されてい ま すので､ぜ ひ 活用してくだ

さい 。
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大学と家での『学び』を逆転させた反転授業。

アクティブ・ラーニングを積極的に取り入れて、

学習意欲も理解度もUP

本 学部では､ 学生が 意欲的に取り組み､ 学

びを 深 めていけるよう､反転 授業を 実施し、

アクティブ･ラーニングを 積極的 に導 入して

い ます｡こ れは､｢せっかく皆が 集まっている

時 間に､講 義を 聴くだけ ではもっ たいない｣

という発 想から生まれ たもので､従来 授業で

教 室: 一 斉 講 義

教師が講義をし.学生は受動的

に知識を受け取るだけで

疑問が残る

⑩
ZZ7

⑩

＼河 ユﾘ

自 宅: 演 習 な ど

輦位には自宅での予復習を含むが

十分行われているとは言い難い

13　U ＮIＶERSITＹＯF ＹＡＭＡＮＡSHI

行ってい た講義 を授 業外で 行うことで時 間

的な 余裕を生み 出し､そ の時間を活用してア

クティブ･ラーニングを 実施 するという 授業

形 態で す。

受 講 する学 生は､ 教員 が用 意したビ デ オ

を 視聴し､ワークやノ ートの作 成に 取り組み

ま す｡こ れ が 事 前 学 習

で す｡従 来 の予 習 が 講

義 を受けるため の下準

備 であ る の に 対 し､講

義内 容そのものを学ぶ

という特徴があります。

一 方､ 授 業 で は よリ

発展 的な内 容に 取り組

み ま す｡少 人 数 の グ

ル ープに 分か れて事 前

学習 の内容に ついて話

し合うこともあ れば､ 課

題 に 取り組 むこともあ

ります｡学生はそ れらの

学 習 活 動を 通して､考

えたり､発言をしたり､討 論したりと､より能動

的 に授業に参加します｡和気あいあいとし た

雰囲気のな かで､自由 に意見を言い合い､わ

からな いことを聞 い たり､教え合ったりしな

がら学び を深 めてい けるので､ 学習意 欲が

高まり､知識も定 着していきます｡教員にとっ

ても､グループ を回りな がら個々の学習状況

を 確認し､一 人ひとりに合った指導ができる

という利 点があります。

反 転授業やアクティブ･ラーニングを導 入

している大 学は他にもありますが､本学の 最

大 の特 徴は､工 学部 全体 が一つ のチ ームと

して取り組 んできたことにありま す｡複数 の

教 員が連 携し､問題 点につ いて相 談し たり、

手 法を交 換し合ったりしながら､より効 果的

な 形 へと進化 さ せてきた結 果､現 在で は全

学部へと広かっています。

自 宅: 動 画 で 受 講

学生は事前に知 識を受けとり、

対面 授業に向けて疑問を整 理

反転

P Ｃで

回I 店 六 識

タブレットで　 スマートフォンで

教 室: 演 習･ 議 論

質疑. 演習. 協調学習等、

学生主体の活発な学習(

アクティブ･ラーニング)

これまでの授業



●「

反転授業ってどんな授業?

反転授業を経験した学生と指導されている先生に伺いました。

メカトロニクスエ 学科　 山下直志 くん

『学生 が 積 極的 に参 加し､主 体 的に

学びを深 めてい ける授業を､大 学の専

門 科目でも 行うことは できない だろう

か』｡多くの 大学が抱える課 題への一つ

の 解として導 入されたの が反転授業で

あり､そ の原点に は､一人でできる講義

は 家でやり､みんな が集まる授業では、

大人 数だ からできることを やろうとい

う考えがあります。

従来とは まっ たく違う授業 形態 なの

で､ 本当に 可能な の かとの 疑念もあり

ましたが､ 学生 は案 外すん なりと受 け

入 れてくれてい ます｡学 習意 欲が 高ま

る のか､ほとんどの学生 が事 前学 習を

先 生が 配信さ れる 動画を 見て､ノー

トを作るの が事 前 学習で す｡スマ ホや

タブ レットにダ ウンロ ードして授業 の

空き 時間 に視 聴し たり､わ からない 部

分 は 何度も 見 直したりと､自分 の スタ

イルで 無 理なく勉強で きますし､最 初

は手 間取ったノート作りも すぐ にコツ

がつ かめ､負担は感じませんでした。

授 業中 は４ ～ ５人 のグル ープで 課

題 に取り組 みま す｡ｲ中間と 説明し合っ

たり助 け合ったりするの はとても 楽し

かったし､議論 を通して理 解 が 深まっ

てい くのも 感じました｡また､先 生が各

してきますし､授業 中 寝ている 姿も 見

かけ ませ んO逆 に､当 初は 聞 いてい る

だけ だった学生 が､回を 重 ねるうち に

自分 から発 言 するよう になる など､積

極性 やコミュニケ ーション 能力も養 わ

れています。

学 生から は､｢時 間 が かかって 大変

だ｣という声はちらほら聞こえてきます

が､｢難しすぎ てわ からない｣といっ た

声は聞こえてきませんし､どこから かコ

ピ ペしてきたような課 題やレ ポートも

無くなりまし た｡成 績も 全 体的 に 向上

しており､確実に 理解度 が上がり､知識

も定着してい ますO

森渾正之教授(メカトロニクスエ学科)

楽しかった反転授業。事前学習十グループ演習で、確かな力が身に着きました。

グル ープを 回ってサ ポートしているの

で､気 軽に質 問することもできましたO

一 方 で､試 験 対 策 につ いて は 直 前に

ノートを見 直す 程度で 十分でしたO授

業 中に問 題を解い たり議 論したりして

能 動的 に学んでいるので､ 記憶に 残り

や すい のだと思い ます。

グル ープで の演 習は､自分の 考えを

伝え仲間 の意 見を 聞くことで成立しま

すO毎週 のように 経験したことで､チ ー

ムで モノづ くりを する ため のコミュニ

ケ ーション能 力も､養 わ れたように感

じてい ます。
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授業を通して切磋琢磨することで、理解度が上がり、成績も伸びています。



経済的なサポートも
山梨工業会奨学基金

全 学的な 支援 の他に､ 工学 部､生 命環境 学部､ 大学 院(

工学系) では､成 績優秀だが家計 に不安の ある学生ら

～ﾌ 人に対して30 万円( 返済不要) を援助します 、

し竺 些 ｸ丿゙

言 言呪 器』言Ｏ

ＡＣＣＥＳＳ
山 梨 大 学 へ の ア ク セ ス

甲 府キ ャン パ ス

(工学部･教育学部･生命環境学部)

山 梨 県

宿⇒ 甲 府駅

JR中央線　特急｢あずさ｣または｢かいじ｣で最速８２分

新宿駅高速バスターミナル｢パスタ新宿｣より最速119 分

山梨 大学

甲府 キャン パス

･ぐ ご・、

１ ・東・

名 古屋 ⇒甲 府駅

1　 ①JR 中央線(塩尻駅経由)／塩尻で特急｢しなの｣から特急｢あずさ｣に乗り換え､最短181 分

／静岡で新幹線｢ひかり｣から特急｢ ふじかわ｣に乗り換え､最短１９５分

Q　JR 名古屋駅バスターミナル( 新幹線口) より約２４０分

甲 府 駅 ⇒ 甲1府 キ ャン パ ス

F俯 駅北ロ バス停２番乗り場より｢ 武田神社｣ または｢ 積翠寺｣ 行き約５分､｢ 山梨大学｣ 下車i;

府駅北口より武田通りを 北上､ 徒歩約15 分

φ11東　京⇒甲府キャンパス

113. ２ｋｍ)で降りて､一般道を北東の方角へ｡アJ

工 学 域 支 援 課　 ＴＥＬ.055･220-8402

〒400-8511 山 梨 県 甲 府 市 武 田４丁 目3-11hllp

ｓ://ｗｗｗ.ｅｎｇ･yａｍａｎａshi.ａｃ.jp/


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16

